
植
村
泰
夫
著

世
界
恐
慌
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
禽

は

じ

め

宮

本

謙

介

本
書
は
、
世
界
恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
の
祉
曾
経
済
構
造
の
幾
化
に
つ
い
て
、

東
部
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
地
方
と
ブ
ス
キ
地
方
を
事
例
と
す
る
詳
細
な
分
析
で

あ
り
、
極
め
て
寅
誼
度
の
高
い
研
究
成
果
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

主
に
世
紀
鱒
換
期
を
針
象
と
し
て
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
ブ
ス
キ
の
地
方
農
村
分
析
を

は
じ
め
、
賞
一
該
一
期
ジ
ャ
ワ
の
土
地
制
度
、
村
落
首
長
論
、
農
民
運
動
論
な
ど
、

幅
庚
い
研
究
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
蓄
積
の
上
に
世
界
恐
慌

期
の
東
部
ジ
ャ
ワ
農
村
研
究
を
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
植
民
地
期

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
祉
曾
経
済
史
研
究
で
は
、
日
本
で
の
研
究
は
乏
し
い
も
の
の
、

諸
外
園
で
は
一
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
強
制
栽
培
期
を
中
心
に
著
し
い
研
究
の
前
進

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
ニ
O
世
紀
前
半
期
の
研
究
は
相
劉
的
に
遅
れ
て
お

り
、
管
見
の
限
り
で
は
本
書
の
よ
う
な
恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
に
関
す
る
本
格
的

な
研
究
は
、
園
際
的
に
も
他
に
例
を
見
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
主
に
利
用
さ
・

れ
て
い
る
一
次
史
料
は
、
オ
ラ
ン
ダ
園
立
文
書
館
、
レ
イ
デ
ン
圏
立
民
族
皐
研

究
所
な
ど
が
所
蔵
す
る
奮
植
民
省
関
係
の
未
公
刊
史
料
で
あ
り
、
史
料
の
黙
で

も
園
際
的
な
研
究
水
準
に
逮
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
書
評
で
は
、

I
課
題
設
定
と

恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
(
序
・
第
一
章
)
、
E
ス
ラ
バ
ヤ
農
村
研
究
(
第
二
一
軍

J

483 

第
四
章
〉
、

E
ブ
ス
キ
農
村
研
究
(
第
五
章
J
第
八
章
)
に
区
分
し
、
各
々
の

要
船
舶
に
論
評
を
加
え
る
と
と
も
に
、
最
後
に
全
鐙
に
か
か
わ
る
問
題
黙
を
提
示

し
て
み
た
い
。

序第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

終

章

本
書
の
課
題
と
方
法

世
界
恐
慌
下
の
ジ
ャ
ワ

世
界
恐
慌
と
ス
ラ
バ
ヤ
糖
業

世
界
恐
慌
と
ス
ラ
バ
ヤ
佳
民
農
業

世
界
恐
慌
と
ス
ラ
バ
ヤ
農
民
経
済

世
界
恐
慌
と
ブ
ス
キ
糖
業

世
界
恐
慌
と
ブ
ス
キ
煙
草
栽
培

世
界
恐
慌
と
プ
ス
キ
住
民
農
業

世
界
恐
慌
と
ブ
ス
キ
農
民
経
済

世
界
恐
慌
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
舎
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課
題
設
定
と
恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
の
概
要

一
九
世
紀
以
降
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
支
配
の
深
化
と
と

も
に
、
コ
ー
ヒ
ー
、
甘
烹
な
ど
の
熱
帯
農
産
物
生
産
に
特
化
し
た
モ
ノ
カ
ル
チ

ュ
ア
型
経
済
構
造
を
強
い
ら
れ
、
さ
ら
に
世
紀
鱒
換
期
に
は
、
不
足
す
る
食
糧

(
主
に
米
)
を
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
三
大
デ
ル
タ
か
ら
輸
入
す
る
と
い
う
、

東
南
ア
ジ
ア
植
民
地
開
分
業
値
制
に
組
み
込
ま
れ
て
、
熱
帯
農
産
物
市
場
と
食

糧
市
場
の
繁
方
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
構
造
的
脆
弱
性
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
三

0
年
代
の
世
界
恐
慌
は
、
世
界
的
な
農

産
物
債
格
の
暴
落
を
逼
し
て
、
ジ
ャ
ワ
の
農
民
経
済
に
内
在
す
る
こ
う
し
た
矛
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盾
を
一
一
撃
に
顕
在
化
さ
せ
た
」
(
二
頁
〉
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
ジ
ャ
ワ
の

祉
曾
経
済
構
造
が
如
何
な
る
第
化
を
み
せ
た
か
が
、
本
書
の
テ

l
マ
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
。

序
で
は
、
ま
ず
先
行
研
究
と
し
て
オ
7

リ
l

(
巧
・
』
・
0
・玄
と
-
ミ
)
と
エ
ル

ソ
ン
(
河
・
開
・巴
ω
。ロ
〉
の
業
績
が
批
列
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ォ
マ
リ
l
の

皐
位
論
文
(
一
九
七
七
年
)
は
、
恐
慌
期
に
農
外
産
業
を
含
む
産
業
構
造
の
努

化
を
指
摘
し
た
粘
で
貴
重
で
あ
る
が
、
肝
心
の
村
落
社
舎
の
境
化
の
検
討
が
見

ら
れ
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。
一
方
、
ェ
ル
ソ
ン
の
研
究
〈
一
九
八
四
年
)
は
、

農
民
層
分
解
論
の
親
鈷
か
ら
恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
を
論
じ
て
お
り
、
大
土
地
所

有
者
と
貧
農
の
淡
落
、
中
農
H
自
作
農
の
相
針
的
安
定
を
強
調
す
る
、
い
わ
ゆ

る
中
農
卒
準
化
設
で
あ
る
が
、
史
料
分
析
に
お
い
て
も
分
解
の
論
理
か
ら
し
で

も
説
得
的
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
批
剣
黙
に
つ
い
て
は
評
者
も
首
肯
で
き
る
が
、
た
だ
し
次
の
黙
に

は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ォ
マ
リ
l
の
祭
位
論
文
は
、
ジ
ョ
ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
と
東
部
ス
マ
ト
ラ
(
煙
草
.フ

ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
地
神
〉
の
比
較
研
究

が
テ

l
マ
で
あ
り
、
分
析
は
恐
慌
期
の
政
治
論
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た

エ
ル
ソ
ン
の
研
究
は
、
パ
ス
ル
ア
ン
(
東
部
ジ
ャ
ワ
〉
農
村
を
事
例
と
す
る
長

期
(
一
八
三

O
年
J
一
九
四

O
年
)
の
農
村
出
演
動
を
課
題
と
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
著
者
の
よ
う
に
恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
の
分
析
部
分
の
み
を
切
り
離
し
て
批

判
刊
す
る
の
で
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
の
-
評
債
を
不
嘗
に
押
し
下
げ
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
、
と
い
う
危
倶
を
感
じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
!
?
に
卸
し
た
評
債
も
示

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、
著
者
が
重
視
す
る
検
討
課
題
は
、

ご
九
三

0
年
代
の
世
界
恐
慌
の
下
で
世
界
市
場
向
け
輸
出
作
物
栽
培
と
住
民

農
業
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
被
り
、
そ
の
結
果
、
農
民
経
済
が
ど
の
よ
う
に
築

化
し
た
か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
り
農
村
社
舎
経
済
構
造
が
ど
う
繁
化
し
た

の
か
」

(
七
頁
)
と
い
う
結
で
あ
り
、
本
書
で
は
こ
の
課
題
に
東
部
ジ
ャ
ワ
の

ス
ラ
バ
ヤ
地
方
と
プ
ス
キ
地
方
の
事
例
分
析
に
よ
っ
て
臨
応
え
よ
う
と
し
て
い

る。
ス
ラ
ハ
ヤ
と
ブ
ス
キ
の
南
地
方
は
、
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

と
も
に
典
型
的
な
輸
出
向
け
.フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
地
帯
で
あ
る
が
、
土
地
占
有

形
態
や
人
口

・
耕
地
獄
況
は
針
照
的
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
特
有
の
土
地
占
有
形
態

と
農
民
層
分
解
の
関
連
は
、
以
前
か
ら
重
要
な
研
究
テ
l
マ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
。
評
者
も
こ
の
貼
に
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
注
目
し
て
み
た
い
論

貼
で
あ
る
。
ス
ラ
パ
ヤ
で
は
定
期
割
替
の
共
同
的
占
有
が
優
勢
で
あ
る
が
、
プ

ス
キ
は
世
創設
的
な
個
人
的
占
有
が
支
配
的
な
地
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
恐
慌
期
の
ス
ラ
バ
ヤ
は
、
開
設
が
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
た
人
口
調
密
地
方
で

あ
る
が
、
プ

ス
キ
は
人
口
希
薄
で
努
働
力
が
不
足
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

り
、
こ
の
相
違
も
農
村
の
努
化
を
規
定
す
る
要
因
で
あ
ろ
う
。

第
一
一
章
は
、
世
界
市
場
と
ジ
ャ
ワ
農
村
と
の
関
係
の
概
観
に
嘗
て
ら
れ
て
い

る
が
、
分
析
の
中
心
は
最
大
の
輸
出
向
け
産
業
で
あ
っ
た
糖
業
の
恐
慌
期
の
動

向
と
住
民
農
業
の
針
態
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ジ
ャ
ワ
全
域
に
関
す
る
糖
業
統

計
、
住
民
農
業
の
耕
地
統
計
、
住
民
作
物
統
計
、
水
稲
統
計
、
濯
瓶
統
計
な
ど

の
基
礎
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
植
民
地
政
瞬
、
糖
業
、
農
民
の
封
態

が
要
領
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。

恐
慌
に
よ
る
砂
糖
消
費
の
減
少
と
各
図
の
保
護
主
義
の
強
化
は
、
砂
糖
滞
貨

の
急
増
と
債
格
暴
落
を
引
き
起
こ
し
、
砂
糖
輸
出
園
を
直
撃
し
た
。
こ
の
危
機

を
打
開
す
る
た
め
、
一
九
=
ご
年
に
主
要
砂
糖
輸
出
閣
の
糟
業
代
表
に
よ
っ
て

園
際
的
な
輸
出
制
限
協
定
で
あ
る
チ
ャ
ド
ボ

I
ン
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
ジ
ャ

ワ
砂
糖
生
産
者
連
合

(
V
I
S
P
)
は
、
一
九
一
一
一
一
一
年
一
一
一
月
に
蘭
印
砂
糖
販

- 92ー



賓
組
合

(
N
I
V
A
S
)
に
再
編
さ
れ
、
砂
糖
輪
出
を
濁
占
的
に
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
七
年
に
は
砂
糖
暫
定
規
則
に
よ
っ
て
生
産
過
程

を
含
む
全
過
程
が
植
民
地
政
腐
の
統
制
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

次
に
個
々
の
糖
業
レ
ベ
ル
の
具
種
的
制
到
腹
で
は
、
二

0
年
代
後
半
期
は
世
界

市
場
に
お
け
る
砂
糖
債
格
の
下
落
に
生
産
擁
大
で
庸
応
じ
た
が
、
そ
の
後
、
経
営

内
部
で
の
資
材
購
入
の
節
約
、
賃
金
引
き
下
げ
、
附
労
働
者
削
減
を
行
い
、
一
九

一
一
一
一
一
年
以
降
は
栽
培
の
大
幅
縮
小
を
寅
施
し
た
。

一
方
、
一
九
三

0
年
代
の
住
民
農
業
で
は
、
土
地
利
用
の
集
約
化
に
よ
る
封

態
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
糖
業
の
栽
培
縮
小
に
よ
っ
て
水
稲
栽
培

面
積
の
抜
大
が
可
能
と
な
り
(
中
・
東
部
ジ
ャ
ワ
)
、
食
糧
事
情
が
悪
化
す
る

と
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
パ
な
ど
の
増
産
(
低
米
債
に
代
わ
っ

て
現
金
枚
入
の
這
〉
を
試
み
て
い
る
。
著
者
は
、
恐
慌
期
の
農
民
が
少
し
で
も

有
利
な
作
物
へ
の
縛
換
を
園
り
、
現
金
支
出
を
切
り
つ
め
て
経
済
危
機
を
積
極

的
に
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
貼
は
、
恐
慌
期
耐
震
民
の
積
極
的
な

生
活
防
衛
の
封
態
と
し
て
、
後
の
章
で
も
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
著
者
の
調
貼

で
あ
る
。

最
後
に
植
民
地
政
胞
の
針
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
園
際
的
な
米
債
下

落
に
針
す
る
米
輸
入
制
限
の
措
置
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
外
島
で
の
米
需
要

が
増
大
し
、
精
米
所
経
営
の
安
定
が
圏
ら
れ
た
。
興
味
深
い
論
黙
は
、
食
糧
の

輸
入
制
限
と
農
産
物
(
主
に
米
〉
の
地
域
開
移
出
入
の
動
向
で
あ
り
、
と
り
わ

け
島
線
開
貿
易
の
擦
大
と
い
う
親
鈷
は
恐
慌
期
の
農
産
物
流
通
の
繁
化
と
し
て

注
目
さ
れ
て
よ
い
。

E 

ス
ラ
パ
ヤ
農
村
研
究
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第
二
章
J
第
四
章
が
ス
ラ
パ
ヤ
農
村
の
分
析
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
章
で
は
、

ス
ラ
パ
ヤ
糖
業
の
恐
慌
針
策
と
、
そ
れ
に
封
す
る
土
地
貸
出
農
民
の
抵
抗
の
寅

態
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ス
ラ
パ
ヤ
は
ジ
ャ
ワ
最
大
の
糖
業
地
帯
で
あ
り
、
一
九
三

O
年
に
は
三
五
の

糖
業
が
操
業
し
て
お
り
(
ジ
ャ
ワ
全
慢
の
糖
業
数
は
一
四
七
)
、
水
田
の
六
割

J
九
割
を
甘
蕉
栽
培
に
組
み
込
ん
で
い
た
。
外
資
の
糖
業
生
産
計
壷
が
、
地
域

農
業
を
全
面
的
に
支
配
・
管
理
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
企
業
毎
の
詳

細
な
年
度
別
デ
ー
タ
(
一
八
六

0
年
代
J
一
九
三

0
年
代
〉
が
示
さ
れ
て
お

り
、
ス
ラ
パ
ヤ
糖
業
の
推
移
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
嘗
地
の
甘
蕉
栽
培
は
、

村
長
を
介
し
た
村
落
単
位
の
土
地
貸
興
が
庚
く
見
ら
れ
、
共
同
的
占
有
地
の
土

地
割
替
と
三
年
輪
作
法
の
結
合
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ス
ラ
パ
ヤ
糖
業
の
恐
慌
針
策
は
、
経
費
節
減
(
耕
作
費
、
肥
料
代
、
職
員
給

輿
、
港
瓶
費
な
ど
〉
と
栽
培
縮
小
で
あ
り
、
後
者
は
契
約
破
棄
、
栽
培
延
期
、

農
民
へ
の
再
貸
付
・
分
盆
小
作
な
ど
の
方
法
を
と
り
、
三

0
年
代
牢
ば
に
は
最

盛
期
の
一

O
分
の
一
に
ま
で
縮
小
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
謝
す
る
土
地
貸
出
農
民
の
抵
抗
は
、
三
二
年
J
三
一
一
一
年
に
か
け
て
糖

業
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
水
団
地
帯
で
激
化
し
た
。
運
動
は
村
落
毎
に
補

償
額
の
引
き
上
げ
や
契
約
借
地
料
の
全
額
支
梯
い
要
求
が
中
心
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
民
族
同
盟
〈
P
B
I
)
と
そ
の
農
民
組
織
ル
ク
ン
タ
ニ
が
村
落
車
位
に
集

舎
を
組
織
し
、
村
落
決
定
に
よ
る
民
事
訴
訟
を
戟
術
と
し
た
。
糖
業
に
針
し
て

は
借
地
契
約
の
遵
守
を
要
求
、
政
擦
に
は
地
税
支
梯
の
猶
激
を
請
願
し
た
。
村

落
支
配
層
ま
で
巻
き
込
ん
で
村
ぐ
る
み
の
運
動
が
展
開
し
た
が
、
一
一
一
一
一
一
年
後
牢

期
に
は
ル
ク
ン
タ
ニ
が
郵
摩
さ
れ
て
、
運
動
は
急
速
に
沈
静
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
農
民
運
動
の
分
析
で
は
、
村
落
レ
ベ
ル
ま
で
下
っ
た
事
例
が
紹
介

さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
が
、
敢
え
て
難
熱
を
言
え
ば
、
嘗
一
該
期
民
族
運
動
と
の

関
連
が
不
明
瞭
な
こ
と
で
あ
る
。
賞
時
の
民
族
運
動
の
諸
潮
流
の
中
に
お
け
る
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P
B
I
の
位
置
、
そ
の
運
動
方
針
と
組
織
原
理
、
傘
下
の
大
衆
組
織
と
り
わ
け

農
民
組
織
の
指
導
方
針
な
ど
の
解
説
が
あ
れ
ば
、
恐
慌
期
の
農
民
の
抵
抗
運
動

の
性
格
が
も
っ
と
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
糖
業
に
全
面
的
に
依
存
し
た
ス
ラ
バ
ヤ
農
村
の
構
造
は

幾
化
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
糖
業
か
ら
の
現
金
枚
入
の
激
減
に
よ
っ

て
、
住
民
農
業
も
幾
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
第
三
章
は
、
ス
ラ
パ
ヤ
の
住
民
農
業
の
特
徴
と
恐
慌
に
よ
る
獲
容

が
課
題
と
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
三

0
年
代
の
主
要
作
物
の
生
産
動
向
を
各

年
、
各
時
季
、
さ
ら
に
は
各
月
ご
と
に
デ
ー
タ
が
集
計
さ
れ
、
詳
細
な
生
産
動

向
の
検
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ス
ラ
パ
ヤ
農
業
の
特
徴
と
し
て
、
水
稲
の
屋
倒
的
優
越

(
と
く
に
雨
期
)
と
米
商
品
化
率
の
高
さ
、
集
約
度
の
高
い
耕
地
利
用
、
水
田

裏
作
で
の
大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
と
そ
の
一
商
品
化
、
糖
業
地
帯
(
南
部
一
一
一

豚
)
に
お
け
る
滋
甑
の
普
及
、
乾
季
の
童
夜
給
水
法
(
蓋
聞
は
甘
煎
栽
培
、
夜

聞
は
住
民
栽
培
に
給
水
)
に
よ
る
佳
民
乾
季
作
の
制
約
、
雨
季
に
糖
業
へ
の
貸

出
水
田
を
優
先
す
る
配
水
(

e

コ
ロ
ン
ガ
ン
制
度
〉
な
ど
の
諸
黙
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。恐
慌
期
ス
ラ
パ
ヤ
農
業
の
繁
化
と
し
て
は
、
糖
業
の
栽
培
縮
小
に
よ
っ
て
住

民
農
業
の
利
用
可
能
水
田
が
賓
質
的
に
大
幅
増
加
し
、
住
民
は
返
還
田
の
作
付

け
披
大
と
そ
の
集
約
化
(
と
く
に
乾
地
〉
に
よ
っ
て
恐
慌
に
封
官
服
し
た
。
作
付

け
動
向
で
は
、
糖
業
の
伸
縮
に
強
く
規
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
住
民
は
市
場
債
格

の
動
向
を
み
な
が
ら
有
利
な
作
物
を
選
揮
的
に
栽
培
し
た
と
さ
れ
る
。
得
ら
れ

る
結
論
は
、
市
場
を
腕
ん
だ
住
民
の
主
値
的
針
態
で
あ
り
、
恐
慌
期
に
お
い
て

も
ス
ラ
バ
ヤ
農
業
の
商
業
的
性
格
は
繁
化
し
て
い
な
い
と
い
う
黙
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
恐
慌
に
よ
っ
て
住
民
農
業
が
自
給
的
性
格
を
強
め
た
と
す
る
一
般

的
理
解
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
著
者
の
強
調
黙
で
あ
る
。

次
の
第
四
章
で
は
、
糖
業
の
栽
培
縮
小
と
住
民
農
業
の
袋
容
に
よ
っ
て
、
嘗

一
該
地
方
の
農
民
経
済
が
ど
う
愛
化
し
た
の
か
が
課
題
で
あ
る
。
蛍
一
該
一
農
村
で
は

恐
慌
前
の
通
常
時
で
も
、
年
末
か
ら
雨
季
作
米
枚
穫
ま
で
の
半
年
が
現
金
の
不

足
す
る
時
期
で
あ
り
、
農
民
負
債
は
常
態
化
し
て
い
た
。
農
村
の
公
的
融
資
機

関
(
庶
民
金
融
銀
行
、
農
民
銀
行
、
デ
サ
銀
行
)
は
低
利
融
資
で
は
あ
る
が
そ

の
行
数
や
手
績
き
上
の
制
約
が
あ
り
、
む
し
ろ
一
般
的
に
は
中
薗
人
・
ア
ラ
ビ

ア
人
の
民
開
高
利
貸
し
か
ら
の
籾
・
現
金
の
借
入
が
利
用
さ
れ
た
。
一
方
、
高

利
貸
し
は
借
地
を
利
用
し
て
土
地
を
支
配
し
地
主
的
経
営
も
展
開
し
て
い
た
。

恐
慌
期
に
入
る
と
、
糖
業
の
栽
培
縮
小
で
農
民
は
自
ら
地
税
納
入
に
迫
ら
れ

た
(
そ
れ
ま
で
は
糖
業
が
代
納
〉
。
地
税
納
入
が
困
難
に
な
る
と
、
籾
の
差
し

押
さ
え
に
よ
る
強
制
徴
牧
(
現
物
納
化
〉
が
寅
施
さ
れ
、
公
的
金
融
機
関
の
返

済
滞
納
に
劃
し
て
は
貸
付
制
限
が
強
化
さ
れ
た
。
農
民
は
農
業
の
集
約
化
と
債

格
動
向
に
針
態
し
た
作
物
栽
培
で
封
態
し
た
が
、
農
産
物
債
格
は
全
韓
間
に
低

下
し
て
お
り
、
家
計
補
充
的
な
農
外
努
働
は
減
少
、
枚
入
は
地
税
支
梯
と
高
利

貸
し
へ
の
返
済
だ
け
で
も
不
足
し
た
。
こ
の
よ
う
な
朕
況
下
で
、
高
利
貸
し
は

共
同
的
占
有
地
の
水
田
借
入
の
方
法
で
土
地
集
積
を
一
一
暦
準
め
、
そ
の
際
に
村

落
支
配
者
層
の
仲
介
も
庚
く
見
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
は
、
恐
慌
期
に
村
落
内
の
階
層
構
成
は
ど
う
出
炭
化
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
村
落
支
配
暦
、
土
地
占
有
農
民
、
非
土
地
占
有
者
の
一
一
一

階
層
の
全
般
的
落
層
化
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
二
八
O
頁
)
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
著
者
の
分
解
論
に
は
、
評
者
は
少
な
か
ら
ず
疑
問
を
感
じ
る
。

ま
ず
村
落
支
配
層
の
淡
落
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
村
落
支
配
層
に
つ
い
て

は
、
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
手
数
料
の
減
枚
、
地
税
手
数
料
の
減
枚
、
住
民
の
貧

困
化
に
よ
る
雑
枚
入
の
減
少
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
土
地
借
入
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に
よ
っ
て
経
轡
規
模
を
媛
大
し
た
の
が
村
役
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
つ
二
ハ
七

頁
)
、
村
長
は
高
利
貸
し
の
代
理
人
と
し
て
利
盆
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
(
二
七

三
頁
)
、
相
封
的
に
大
規
模
な
優
等
田
を
所
持
し
て
い
た
と
の
指
摘
も
あ
り
、

相
反
す
る
こ
側
面
が
考
え
ら
れ
、
村
落
首
長
の
波
落
傾
向
は
十
分
に
貧
詮
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
土
地
占
有
農
民
に
つ
い
て
共
同
的
占
有
の
水
田
を
所
有
す
る
農
民

(
ゴ
ゴ
ル
、
世
神
主
の
約
半
数
)
は
「
比
較
的
均
一
な
階
層
」
〈
二
七
七
頁
)

と
さ
れ
て
い
る
貼
も
疑
問
で
あ
る
。
評
者
の
理
解
で
は
、
こ
の
時
期
の
ゴ
ゴ
ル

農
民
の
聞
に
は
土
地
貸
借
を
通
し
て
一
定
の
階
層
分
化
が
進
展
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
(
拙
著
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
史
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九

九
三
年
、
二
三
ニ
頁

l
二
三
六
頁
)
。
著
者
は
ゴ
ゴ
ル
農
民
の
全
般
的
な
波
落

を
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
共
同
的
占
有
の
占
有
権
内
容
の
繁
化
に
注
目
し
て
お

ら
ず
、
土
地
共
有
に
劃
す
る
共
同
盟
規
制
の
弛
緩
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
土

地
共
有
が
根
強
く
残
っ
た
と
さ
れ
る
ス
ラ
パ
ヤ
地
方
で
も
、
歴
史
的
に
み
れ
ば

占
有
権
内
容
が
第
化
(
弛
緩
)
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
ゴ
ゴ
ル
農
民
の
聞
で
の

階
層
分
化
に
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
著
者
の
農
民
分
析
が
、
土
地
占
有
農
民
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

問
題
で
あ
る
。
著
者
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
田
占
有
者
は
村
落
内
の

「
相
封
的
富
裕
層
」
(
二
七
四
頁
〉
な
の
で
あ
り
、
村
落
-
内
に
は
住
民
の
お
よ

そ
半
分
を
占
め
る
非
土
地
占
有
者
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

本
書
で
は
、
非
土
地
占
有
者
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
具
鐙
的
分
析
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
彼
ら
の
波
落
の
貧
相
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら

く
彼
ら
は
土
地
占
有
農
民
に
隷
属
す
る
身
分
と
し
て
、
農
作
業
補
助
や
労
役
代

行
、
あ
る
い
は
糖
業
で
の
賃
努
働
や
様
々
な
農
外
雑
業
に
従
事
し
て
生
計
を
た

て
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
恐
慌
で
最
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
下
層
身
分
の
人
々
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
農
村
社
舎
の
分

析
に
は
欽
か
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
評
者
の
関
心
か
ら
言
え
ば
、
恐
慌
期
に
お

い
て
ジ
ャ
ワ
農
村
に
特
有
の
身
分
階
層
制
が
ど
の
よ
う
に
繁
賀
し
た
の
か
も
、

興
味
深
い
テ
1
7
で
あ
る
。

以
上
、
ス
ラ
パ
ヤ
農
村
の
分
析
で
は
、
恐
慌
期
の
糖
業
経
営
と
住
民
農
業
の

劉
臨
胞
に
関
し
て
寅
態
把
握
の
函
で
多
く
の
貴
重
な
前
進
が
み
ら
れ
る
が
、
結
論

と
し
て
の
著
者
の
農
民
層
分
解
論
に
は
俄
に
賛
成
し
難
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

、ν

E 

プ
ス
キ
農
村
研
究

ブ
ス
キ
地
方
は
糖
業
と
煙
草
の
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ

ン
地
帯
で
あ
る
が
、
土
地

占
有
形
態
や
人
口
・
耕
地
獄
況
は
ス
ラ
パ
ヤ
と
は
封
照
的
で
あ
る
。

ま
ず
第
五
章
で
は
、
恐
慌
期
プ
ス
キ
の
糖
業
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

プ
ス
キ
の
糖
業
は
パ
ナ
ル
カ
ン
豚
に
集
中
し
て
お
り
、
水
田
は
世
制
捜
的
個
人

占
有
が
支
配
的
な
の
で
、
糖
業
の
借
地
契
約
は
土
地
占
有
者
と
個
別
に
行
わ
れ

会
ご
年
半
の
長
期
契
約
)
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
よ
う
に
村
落
首
長
が
介
入
す
る
こ

と
は
な
い
。
こ
の
地
方
で
も
三

0
年
代
初
め
ま
で
に
三
年
輪
作
法
が
一
般
化
し

て
お
り
、
そ
の
栽
培
方
法
が
具
健
例
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
プ
ス
キ
糖
業
で
特

徴
的
な
粘
'は
、
地
域
の
努
働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
繁
忙
期
に
は
豚
外
(
主

に
マ
ド
ゥ
ラ
島
と
サ
プ
デ
ィ
島
)
か
ら
の
大
量
の
季
節
労
働
者
が
調
達
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

糖
業
の
恐
慌
針
策
と
し
て
は
、
経
費
節
減
策
で
は
給
輿
引
き
下
げ
、
品
目働
強

化
、
作
業
簡
素
化
に
よ
る
労
働
者
削
減
な
ど
が
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
の
栽
培
縮

小
策
で
は
、
借
地
の
不
使
用
協
定
締
結
、
一
方
的
破
棄
僚
項
を
含
む
新
契
約
へ

の
繁
夏
、
最
低
借
地
料
基
準
の
改
訂
な
ど
が
賓
施
さ
れ
た。
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こ
こ
で
は
栽
培
縮
小
交
渉
の
質
情
に
つ
い
て
、
問
問
毎
の
詳
細
な
史
料
引
用
が

示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
栽
培
縮
小
交
渉
に
劃
し
て
は
、
パ
ナ
ル
カ
ン
燃
や

ジ
ュ
ン
プ
ル
燃
で
住
民
側
の
抵
抗
が
あ
っ
た
と
い
う
。
焦
黙
は
補
償
額
の
引
き

上
げ
帽
で
あ
っ
た
が
、
借
地
料
の
全
額
支
梯
い
を
要
求
し
て
補
償
方
式
の
受
入

を
拒
否
し
、
契
約
出
変
更
に
も
感
じ
な
い
農
民
も
い
た
。
抵
抗
の
中
心
は

P
B
ー

な
ど
の
支
援
を
受
け
た
大
土
地
所
有
者
H
不
在
地
主
で
あ
り
、
村
く
る
み
で
抵

抗
し
た
ス
ラ
パ
ヤ
と
は
運
動
形
態
本
一
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
不
在
地
主
が
現
地

人
な
の
か
、
ス
ラ
パ
ヤ
の
よ
う
に
高
利
貸
し
活
動
で
土
地
集
積
し
た
中
園
人

・

ア
ラ
ブ
人
な
の
か
、
恐
慌
期
農
村
の
階
層
構
成
の
襲
動
を
考
え
る
上
で
重
視
す

べ
き
論
黙
で
あ
ろ
う
。

第
六
章
は
、
ブ
ス
キ
の
輸
出
向
け
作
物
の
中
心
で
あ
る
煩
草
栽
培
の
分
析
で

あ
る
。ブ
ス
キ
の
煙
草
栽
培
は
、
企
業
が
住
民
の
水
田
を
借
入
し
て
雨
季
に
牧
穫
す

る
農
園
栽
培
(
ジ
ュ
ン
ブ
ル
燃
八
社
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
鯨
一
O
祉
)
と
、
住
民

が
水
田
ま
た
は
乾
地
を
利
用
し
て
自
営
で
行
う
住
民
栽
培
と
に
大
別
さ
れ
る
。

農
園
栽
培
で
は
、
借
地
の
お
よ
そ
半
分
が
煙
草
栽
培
に
利
用
さ
れ
る
が
、
栽
培

期
聞
が
半
年
な
の
で
甘
煎
栽
培
の
よ
う
に
稲
作
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

土
地
貸
出
者
が
、
農
園
の
指
示
・
管
理
に
従
っ
て
、
貸
出
水
田
で
煙
草
を
栽
培

す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
中
心
の
ジ
ュ
ン
プ
ル
豚
で
は
耕
地
の
お
よ
そ
三
O
%

ほ
ど
が
煙
草
枚
種
面
積
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
住
民
栽
培
の
方
は
、
現
地
人

仲
買
人
を
通
し
て
買
上
企
業
に
販
賓
さ
れ
、
や
は
り
輸
出
に
因
さ
れ
る
。
農
民

に
と
っ
て
も
煙
草
栽
培
が
重
要
な
現
金
牧
入
源
と
な
っ
て
い
た
。

恐
慌
期
に
オ
ラ
ン
ダ
市
場
の
煙
草
債
格
が
暴
落
す
る
と
、
食
閣
は
栽
培
縮

小
、
借
地
契
約
破
棄
で
針
感
し
て
お
り
、
中
に
は
操
業
停
止
し
た
農
園
も
あ
っ

た
。
住
民
栽
培
で
は
買
い
付
け
債
格
を
院
み
な
が
ら
生
産
調
整
を
行
い
、
他
作

物
栽
培
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
農
民
は
柔
軟
に
封
態
し
た
と
い
う
。
農
民
経
済

へ
の
影
響
と
い
う
黙
で
は
、
借
地
料
が
地
税
相
嘗
額
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
土

地
貸
出
期
聞
が
半
年
で
他
作
物
の
生
産
と
競
合
し
な
い
こ
と
な
ど
、
農
園
へ
の

依
存
度
は
相
封
的
に
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
土
地
貸
出
農
民
の
煙
草
栽
培
や
土
地
占
有
者
の
住
民
煙
草
栽
培
は

詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
ド
ゥ
ラ
島
な
ど
か
ら
大
量
に
流
入
す
る
出
稼

ぎ
労
働
者
や
村
落
下
層
民
の
努
働
力
編
成
に
つ
い
て
の
分
析
が
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
。
彼
ら
が
煙
草
栽
培
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ
た
の
か
は
、
恐
慌
に

よ
る
農
村
の
繁
化
を
知
る
上
か
ら
も
散
か
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

第
七
章
は
、
ブ
ス
キ
の
住
民
農
業
の
分
析
で
あ
る
。

ブ
ス
キ
地
方
は
、
一
九
三

0
年
代
で
も
耕
地
化
率
は
三
八
%
に
過
ぎ
ず
、
し

か
も
乾
地
が
六
割
を
し
め
る
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
ま
た
牛
の
飼
育
と

流
通
が
盛
ん
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
州
内
農
業
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

詳
細
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
豚
レ
ベ
ル
、
郡
レ
ベ
ル
ま
で
下
っ
た
地
域
差
の
検
討

が
行
わ
れ
て
お
り
有
盆
で
あ
る
。

そ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
住
民
農
業
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
稲
作
を
中
心
と
し

て
い
る
。
肥
沃
な
耕
地
に
恵
ま
れ
水
利
保
件
も
良
好
な
山
富
地
で
は
、
生
産
性
が

高
く
、
集
約
的
農
業
も
進
展
し
て
、
農
産
物
の
他
地
域
へ
の
移
出
も
盛
ん
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
稲
作
に
関
連
し
て
精
米
業
経
管
者
に
中
園
人
や
ア
ラ
ビ
ア
人
が

多
く
、
農
民
の
精
米
所
へ
の
依
存
が
強
か
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
り
(
三
八
五

頁
)
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。

恐
慌
期
住
民
農
業
の
出
炭
化
と
し
て
は
、
濯
幅
削
整
備
の
嫌
張
や
土
地
利
用
の
集

約
化
に
務
め
た
が
、
恐
慌
に
針
嬉
し
た
急
激
な
慶
化
は
見
ら
れ
ず
、
農
業
の
地

域
的
な
特
徴
も
大
き
な
第
化
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
住
民
は
農
産
物
市
場
の
債

格
動
向
に
敏
感
で
あ
り
、
有
利
な
作
物
で
あ
る
大
豆
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
選
捧
的

- 96ー
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に
栽
培
し
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
プ
ス
キ
農
業
の
農
産
物
移
出
地
域
と
し
て

の
一
商
業
的
性
格
は
む
し
ろ
高
ま
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

第
八
章
は
、
農
民
経
済
の
分
析
で
あ
り
、
ブ
ス
キ
分
析
の
締
め
括
り
の
章
に

あ
た
る
。

プ
ス
キ
の
農
民
経
済
は
、
全
面
的
な
農
企
業
依
存
型
で
は
な
く
、
住
民
農
業

(
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
煩
草
、
コ
ー
ヒ

ー
、
ゴ
ム
な
ど
の
栽
培
)
か
ら
の
枚

入
が
豊
か
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
著
者
の
史
料
分
析
に
よ
れ
ば
、
端
境
期
に

デ
サ
銀
行
・
庶
民
金
融
銀
行
や
高
利
貸
し
か
ら
の
借
入
も
恒
常
的
に
見
ら
れ

る
。
恐
慌
に
よ
っ
て
農
民
経
済
が
後
退
し
た
三

0
年
代
前
宇
期
、
公
的
金
融
機

関
の
引
き
締
め
策
は
高
利
貸
し
活
動
を
活
滋
化
さ
せ
た
。

高
利
貸
し
の
大
学
は
中
園
人
と
ア
ラ
ビ
ア
人
で
あ
り
、
精
米
所
や
買
付
一
商
の

活
動
を
通
じ
て
農
民
に
前
貸
し
融
資
を
行
っ
て
い
た
(
四
四
五
頁
)
。
一
方
、

こ
の
地
方
の
特
徴
と
し
て
著
者
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
村
落
内
の
現
地
人

有
力
者
が
高
利
貸
し
活
動
を
行
い
、
貸
付
を
通
し
て
支
配
関
係
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
評
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
現
地
人
高
利
貸
し

が
高
利
貸
し
の
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
賃
設
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

土
地
が
個
人
占
有
で
あ
る
嘗
地
で
は
、
恐
慌
期
以
前
か
ら
村
落
を
越
え
た
土

地
の
質
地

・
賓
買
が
康
範
に
行
わ
れ
、
大
土
地
占
有
者
に
よ
る
不
在
地
主
制
が

展
開
し
て
い
た
。
水
田
非
占
有
世
帯
が
過
半
に
達
し
て
い
る
こ
と
も
、
営
該
農

村
の
特
徴
で
あ
る
。

恐
慌
期
の
大
土
地
占
有
者
は
、
小
作
希
望
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
曲
炭
企
業
の

栽
培
縮
小
で
も
従
前
の
借
地
料
を
得
て
い
た
こ
と
、
農
産
物
を
高
騰
期
に
販
賓

で
き
た
な
ど
の
要
因
か
ら
、
恐
慌
に
よ
る
大
き
な
打
撃
は
受
け
ず
、
む
し
ろ
高

利
貸
し
活
動
を
通
じ
て
土
地
集
積
を
進
展
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
中
下

層
曲
演
は
恐
慌
期
に
負
債
が
累
積
し
、
水
田
や
ヤ
シ
園
の
質
入
れ
か
ら
始
ま
っ

て
、
や
が
て
は
こ
れ
が
占
有
権
の
移
動
を
伴
う
賀
買
へ
と
裂
展
し
、
土
地
な
し

農
へ
と
縛
落
し
た
も
の
も
多
い
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
事
貧
か
ら
著
者
は
、
エ
ル
ソ
ン
の
言
う
よ
う
な
恐
慌
期
の
大

土
地
占
有
者
の
波
落
と
中
農
卒
準
化
設
を
批
判
し
、
農
民
層
の
地
主

・
小
作
分

解
と
地
主
層
の
不
在
地
主
化
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
エ

ル
ソ
ン
批
判
は
、
必
ず
し
も
安
営
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
エ
ル
ソ
ン
の
事

例
分
析
は
パ
ス
ル
ア
ン
農
村
で
あ
り
、
分
析
封
象
地
域
が
異
な
っ
て
お
り
適
切

な
批
判
門
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
-
評
者
に
理
解
出
来
な
い
の
は
、
ブ

ス
キ
で
は
現
地
人
の
不
在
地
主
化
が
強
調
さ
れ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
精
米
業
や
買
付
一
商
一
と
し
て
農
民
に
前
貸
し
融
資
を
行
う
中
園
人
一
商
人
や

ア
ラ
ビ
ア
人
商
人
が
登
場
す
る
の
に
、
何
故
彼
ら
が
ス
ラ
パ
ヤ
の
よ
う
に
不
在

地
主
化
し
な
い
の
か
。
逆
に
言
え
ば
、
何
故
現
地
人
の
大
土
地
占
有
者
の
み
が

不
在
地
主
化
す
る
の
か
、
読
明
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
終
章
で
は
、
以
上
の
論
結
を
再
整
理
し
た
上
で
、
今
後
の
課
題
も
提
示

さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
恐
慌
期
ジ
ャ
ワ
農
村
の
獲
化
を
ト
ー
タ
ル
に

捉
え
る
に
は
、
同
じ
ジ
ャ
ワ
農
村
で
も
世
界
市
場
と
の
結
び
付
き
方
が
異
な
る

他
地
域
の
検
討
、
農
村
の
祉
曾
経
済
襲
化
と
関
連
す
る
農
外
産
業
の
検
討
な
ど

が
重
要
と
さ
れ
、
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
植
民
地
経
済
の
構
造
繁
化
と
い
う
翻
黙

か
ら
は
、
貿
易
構
造
の
繁
化
、
ジ
ャ
ワ
と
外
島
の
経
済
関
係
、
嘗
該
期
の
輸
入

代
替
工
業
化
の
進
展
如
何
と
い
っ
た
黙
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

- 97-

お

わ

り

本
書
は
、
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
未
刊
行
史
料
を
駆
使
し
た
極

め
て
寅
詮
度
の
高
い
労
作
で
あ
る
。
膨
大
な
史
料
の
渉
猶
と
そ
の
讃
破
に
多
大

な
努
力
を
傾
注
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
じ
分
野
を
専
攻
す
る
も
の
と
し
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て
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
何
よ
り
も
本
書
の
貢
献
は
、
恐
慌
期
に
お
け
る
プ
ラ

ン
テ
l
シ
ョ
ン
経
営
の
動
向
と
、
そ
の
一商
品
作
物
生
産
に
組
み
込
ま
れ
た
住
民

農
業
の
質
態
が
、
二

つ
の
地
方
を
事
例
と
し
て
詳
細
に
寅
詮
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
が
後
績
の
研
究
者
に
と
っ
て
資
料
的
債
値
の
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
以
上
を
前
提
と
し
た
上
で
、
い

ま
ひ
と
つ
ジ
ャ
ワ
農
村
社
曾
像
に
係
わ
る
論
黙
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ

は
、
ジ
ャ
ワ
農
村
史
研
究
の
重
要
な
論
争
黙
で
あ
り
、

本
蓄
を
通
讃
し
て
も
-評

者
に
は
論
理
整
合
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る。

周
知
の
よ
う
に
、
ギ
ア

ツ
的
農
民
像
U

「
貧
困
の
共
有
」
論
に
劃
し
て
は
、

合
理
的
経
済
人
と
し
て
の
農
民
像
が
示
さ
れ
(
例
え
ば
、

H
E
R
E
L
2
2
ι

-
Y
Em
g
E
R
の
所
説
)
、

ジ
ャ
ワ
農
民
の
行
動
様
式
を
ど
う
見
る
か
と
い
う

重
要
な
論
争
黙
が
提
起
さ
れ
て
久
し
い
。
著
者
は
、
恐
慌
期
の
農
民
の
針
態
に

つ
い
て
、
市
場
債
格
を
腕
ん
だ
有
利
な
作
物
へ
の
切
り
換
え
な
ど
、
農
民
の
能

動
的
・
積
極
的
な
劉
懸
を
一
評
債
し
て
お
ら
れ
る
。
恐
慌
期
に
お
い
て
も
、
住
民

農
業
の
一
商
業
的
性
格
に
蟹
化
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
合
理
的

経
済
人
と
し
て
の
農
民
像
が
提
起
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
農
民
の

階
層
舞
動
に
つ
い
て
は
、
農
民
層
分
解
論
の
親
黙
か
ら
ギ
ア
ツ
的
な
「
貧
困
の

共
有
」
論
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
事
例
分
析
を
み
る

と
、
糖
業
の
栽
培
縮
小
に
劃
し
て
住
民
は
村
落
ぐ
る
み
の
運
動
で
抵
抗
し
て
お

り
、
村
落
的
結
合
原
理
が
依
然
と
し
て
根
強
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
個

々
人
の
経
済
的
利
害
と
村
落
へ
の
結
集
原
理
と
は
そ
れ
ほ
ど
う
ま
く
共
存
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
黙
と
関
連
し
て
、
村
落
共
同
慢
の
組
織
原
理
の
祭
質
如
何
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
ス
ラ
バ
ヤ
農
村
に
関
し
て
は
、

土
地
共
有
に
劃
す
る
共
同
鐙
規
制
の
弛
緩
度
、
共
同
的
占
有
農
民
の
分
解
如
何

が
本
書
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
お
り
、
身
分
階
層
制
の
描
変
化
も
不
明
で
あ
る
。
プ

ス
キ
農
村
で
は
、
個
人
的
占
有
に
基
づ
く
土
地
一商
品
化
が
進
展
し
て
、
農
民
暦

の
分
解
も
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
村
落
が
共
同
種
と
し
て
の
機
能
を
失
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
共
同
盟
成
員
の
相
互
扶
助
的
農
村

慣
行
(
土
地
共
有
、
水
卒
的
土
地
貸
借
、
努
働
交
換
、
努
働
と
結
び
つ
い
た
共

食
儀
躍
な
ど
〉
は
恐
慌
期
に
出実質
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
嘗
一該一期農

民
の
行
動
様
式
を
捉
え
る
た
め
に
も
重
要
な
硯
黙
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
、
「
近
現
代
ジ
ャ
ワ
の
農
村
社
舎
経
済
の
構
造
努
化
を
一
貫
し
て
把

援
す
る
た
め
に
も
、
三

0
年
代
の
研
究
は
極
め
て
重
要
」
(
あ
と
が
き
、
四
九

五
頁
)
と
考
え
て
お
ら
れ
る。

比
較
的
研
究
豊
富
な
一
九
世
紀
農
村
研
究
や
戦

後
の
「
線
の
革
命
」
期
農
村
研
究
と
つ
な
げ
て

一
貫
し
た
歴
史
像
を
提
起
す
る

こ
と
の
重
要
性
は
、
著
者
の
言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
今

後
は
、
村
落
共
同
健
の
組
織
原
理
、

下
層
農
民
を
含
め
た
身
分
階
層
制
と
第
働

力
編
成
、
嘗
一
該
期
農
民
の
行
動
様
式
の
特
徴
な
ど
が
、
前
後
の
時
代
と
の
連

繍

・
餐
化
・
断
紹
の
諸
側
面
か
ら
系
統
的
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
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一
九
九
七
年
二
月
東
京
動
草
書
房
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